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量医研サイクロトロン施設の運用状況
REPORT ON CYCLOTRON FACILITY 

杉浦 彰則,A) 涌井 崇志,A) 北條 悟,A) 村松 正幸,A) 河原 恵子,A)  
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Keiko Kawahara,A) Takanori Okada,B) Takashi Kamiya,B) Yoshiyuki Iwata,A) Toshiyuki ShiraiA) 

A) 量子科学技術研究開発機構 量子生命・医学部門 量子医科学研究所 物理工学部
B) 加速器エンジニアリング株式会社

A) QST/iQMS, B) Accelerator Engineering Corporation, Ltd.

概要
量子科学技術研究開発機構量子医科学研究所(QST 量医研) のサイクロトロン施設には、大型サイクロ

トロン(Thomson-CSF 社製 930 型 AVF サイクロトロン:NIRS-930) と小型サイクロトロン(住友重機械

工業社製 HM-18)の 2 台のサイクロトロンがある[1]。2021 年 11 月に電源室で火災が発生して以降、大

型サイクロトロンは運転を停止しているが、小型サイクロトロンは復旧してビーム提供を再開し、2023
年度は火災前と同程度の運転日数だった。2023(令和 5)年度の小型サイクロトロンの運転日数は 197 日、

総運転時間は 1194 時間であった。以下にこれらの詳細を示す。

１. はじめに
QST 量医研は大型、小型の 2 台のサイクロトロンにより、核医学、物理学、生物学分野における基礎

科学・応用研究のために、様々なイオンビームの供給を行ってきた[2]。特に、所内での活発な分子プロ

ーブ開発、その所内外での利用と供給のために、マシンタイムの多くの割合が放射性同位元素の製造に

利用されることが量医研サイクロトロン施設の特徴である。

大型サイクロトロンは、1974 年に日本初の医療用のサイクロトロンとして建設されたものである。こ

の大型サイクロトロンは、陽子、重陽子のみならず、ヘリウムイオン、炭素イオン、窒素イオン、酸素

イオン、ネオンイオン等、多種多様なイオンビームの供給が可能である。もう一つの小型サイクロトロ

ンは、PET 薬剤に用いる放射性核種の製造を目的として 1994 年に導入されたものであり、陽子、重陽

子のみ供給が可能である。放射性核種の製造において、小型サイクロトロンからのイオンビームにより、

分子イメージング診断や脳機能イメージング等に利用される 11C, 18F, 13N, 15O といった PET 薬剤に用い

る放射性核種が製造されている。また、大型サイクロトロンからのイオンビームにより、低酸素のがん

診断や治療等に利用される 64Cu, 67Cu、 標的アイソトープ治療(TRT)等に利用される 211At, 225Ac、診断と

治療を一体化させた Theranostics 等に利用される 68Ga, 89Zr, 191Pt, 103Pd、植物体内のトレーサー等に利用

される 28Mg,74As 等の金属核種を含む様々な放射性核種が製造されてきた。 
2021 年(令和 3 年)11 月に電源室で火災が発生[3]して以降、大型サイクロトロンは運転を停止してい

るが、比較的被害が少なかった小型サイクロトロンは復旧し、ビーム提供を再開している[4][5]。以下に

2023 年度における量医研サイクロトロン施設の運用に関する記録をまとめる。 

２. 小型サイクロトロンの運用

２-１. 運用方法と運転時間

2023 年度は、下記の通りに小型サイクロトロンを運用した。

・ 運転期間 2023/4/17～2024/3/8 

・ 長期メンテナンス期間 2023/9/11～9/29, 2024/3/11～3/29 

・ 全運転日数 197 日 

・ 運転時間 8:30–17:00 

小型サイクロトロンは陽子と重陽子を供給して放射性核種の製造のために用いられている。従来か

ら小型サイクロトロンで製造されている 11C, 18F, 13N, 15O といった PET 薬剤に用いる放射性核種の製

造に加え、2023 年度からは大型サイクロトロンで製造がおこなわれていた 64Cu, 68Ga, 89Zr, 103Pd, 191Pt 

2



表 1. 小型サイクロトロンに関するビーム利用用途別の運転時間、及びその割合 
ビーム利用用途 運転時間 (h) 割合 (%) イオンビーム 運転時間 (h) 割合 (%) 

核医学研究 1123 94.0 18-MeV 陽子 1112 99.0 
9-MeV 重陽子 11 1.0 

調整運転 71 6.0 
計 1194 100.0 100.0 

図 1. 小型サイクロトロンにおける過去 5 年間の運転日数 

といった金属核種の放射性核種が小型サイクロトロンからのビームにより製造された[6]。このうち、
191Pt はビームエネルギーが 18-MeV より高い方が製造効率を上げることができることから、調整運転

にてビームエネルギーを高くした陽子ビームを作成した後、製造が行われた。

小型サイクロトロンに関するビーム利用用途別の運転時間、その割合を表 1 に示す。総運転時間は

1194 時間であった。総運転時間のうち、94.0%は核医学研究のために使用され、残りの 6.0%は調整運

転に使用された。核医学研究で利用したイオンビームは 99%が 18-MeV 陽子で 1112 時間だった。2023
年度から 15O の製造が再開されたため 1%が 9-MeV 重陽子で 11 時間だった。調整運転では、メンテ

ナンス後のビーム確認、金属核種製造照射ポートである C2 のビーム位置確認や製造効率改善が行わ

れた。この製造効率改善では、191Pt 用のビームエネルギーを上げる調整等が行われた。これは小型サ

イクロトロンからの 18-MeV 陽子でも製造可能だが、少しでもエネルギーを上げると製造効率が上が

ることから、191Pt 用に取り出し位置を調整したビームを作成した。

図 1 に小型サイクロトロンにおける過去 5 年間の運転日数を示す。2023 年の運転日数は 197 日とな

った。小型サイクロトロンの運転日数は火災前の 2019 年度(207 日)、2020 年度(218 日)と同程度まで

回復している。2021 年度及び 2022 年度は火災による停止に伴い運転日数が大きく減っている。 

２-２. 故障等による供給の停止
表 2 に故障等による小型サイクロトロンの停止時間、及びその原因を示す。2023 年度の停止時間は

5.5 時間で、すべて火災復旧に起因する停止だった。火災復旧に起因する停止の内訳は、誤配線による

停止が 3.0 時間、誤操作による停止が 2.5 時間だった。誤配線による停止では、火災復旧に伴い制御

系電源を新しく配線したが、リレーの一つが一部旧配線に繋がった状態で動作していた。火災復旧作

業が進むにつれ電圧降下を起こしリレーが動作しなくなり、インターロックが解除される条件を満た

せずビーム供給ができなくなった。原因が判明し配線を直すまで時間がかかり、以降のビーム提供が

中止となった。誤操作による停止では、火災復旧に伴い小型サイクロトロンの運転に必要な機器のブ

レーカーを１つの分電盤にまとめたが、毎日オンオフするブレーカーと常時オンのブレーカーを隣に

配置したことから、朝の立上げ作業時に誤って常時オンのブレーカーをオフにした。クライオポンプ

のブレーカーだったため、真空度が悪化し、予定していたビーム提供ができなくなった。再度ビーム

提供が可能な真空度に到達するのに経過した時間は 2.5 時間だった。誤操作対策として常時オンのブ

レーカーにカバーを取り付けた。復旧に起因する停止以外には目立った故障や停止は生じることなく、

安定した運転・供給が行われた。
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表 2. 故障等による小型サイクロトロンの停止時間、及びその原因 
停止の原因 停止時間 (h) 割合 (%) 全運転時間に占める割合 (%) 

火災復旧に起因する停止 5.5 100 0.5 
計 5.5 100 0.5 

３. 大型サイクロトロン
大型サイクロトロンは引き続き運転を停止している。大型サイクロトロンと小型サイクロトロンは同

じ部屋に設置されているため、小型サイクロトロンからのビーム供給中は大型サイクロトロンの復旧作

業ができない。放射性核種の製造では小型サイクロトロンからの安定したビーム供給も切望されている。

大型サイクロトロンの復旧作業は、小型サイクロトロンからのビーム供給終了後やビーム供給の合間に

行われた。復旧作業では、腐食除去のための分解清掃や撤去作業を行った。また、復旧に向けた準備や

検討を行っている[7]。 

参考文献
[1] H. Ogawa et al., “STATUS REPORT ON THE NIRS-CHIBA ISOCHRONOUS CYCLOTRON FACILITY”,

IEEE Transactions on Nuclear Science, Vol. 26, No. 2, April 1979, DOI: 10.1109/TNS.1979.4329792.
[2] 杉浦 彰則 他, “令和 2 年度放医研サイクロトロン利用報告書”, QST-M-32, 2021, pp. 2-6.
[3] 北條 悟 他, “ビーム開発および施設整備について”, 令和 3 年度量医研サイクロトロン利用報告書,

QST-M-38, 2022, pp. 8-11.
[4] 北條 悟 他, “火災被害と復旧に向けた施設整備等の現状について”, 令和 4 年度量医研サイクロト

ロン利用報告書, QST-M-44, 2023, pp. 6-16.
[5] 北條 悟 他, “QST 量医研サイクロトロン(NIRS-930, HM-18)の現状報告”, the 20th Annual Meeting of

Particle Accelerator Society of Japan, Aug 29 – Sep 1, TFSP15, 2023, Funabashi.
[6] 鈴木 寿 他, “サイクロトロンによる放射性標識薬剤の製造・開発への利用状況”, 本誌, pp. 10-19.
[7] 北條 悟 他, “HM-18 の復旧と NIRS-930 復旧に向けた施設整備等の現状について”, 本誌, pp. 6-8.
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HM-18 の復旧と NIRS-930 復旧に向けた施設整備等の現状について 
State of the Cyclotrons at QST-Chiba 

北條  悟 A、涌井 崇志 A、杉浦 彰則 A、村松 正幸 A、片桐  健 A、 
岡田 高典 B、神谷  隆 B、岩田佳之 A、白井 敏之 A 

Satoru HojoA, Takashi WakuiA, Akinori SugiuraA, Masayuki MuramatsuA, Ken KatagiriA, 
 Takanori OkadaB, Takashi KamiyaB, Yoshiyuki IwataA, and Toshiyuki ShiraiA 

A 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 量子医科学研究所 物理工学部 
B 加速器エンジニアリング株式会社 

概要
量医研のサイクロトロン施設には、1974 年に運転を開始した大型サイクロトロン（NIRS-930）と、

1994 年に運転を開始した小型サイクロトロン（HM-18）の 2 台のサイクロトロンが設置されている。

2021 年 11 月 26 日に NIRS-930 のメインコイル電源付近を火元とする火災が発生した[1]。火災による焼

損と煤による腐食被害により、2 台のサイクロトロンは停止を余儀なくされた[2]。電源システムが別室

にあり比較的被害の少なかった HM-18 は、2022 年 9 月に供給運転を再開した。NIRS-930 では、電源シ

ステムや真空排気装置、制御系等にも大きな被害が出たため未だ停止中で、復旧に向けた準備や検討

を行っている。

１. HM-18 装置の状況
HM-18 は、RI 生産専用のサイクロトロンで、2022 年 9 月に供給運転を再開して以降、順調に運転

を続けている。

HM-18 から照射可能なビームコースは、直結ターゲットの T0 コースと RI 生産照射室にある C-
1,C-2 コースがある。直結ターゲットの T0 コースと C-1 コースでは、PET 核種である 11C、13N、18F
等の照射が行われた。また、昨年度に直線照射室の C-4 コースから C-2 コースへ移設された金属照

射用ターゲットシステムも本格的に稼働し、64Cu、68Ga、89Zr、191Pt 等の照射が行われた。 
順調に運転を続けている HM-18 であるが、運転開始より 30 年を迎えており、老朽化による不具合

が増えてきている。HM-18 では、サイクロトロン磁場の中心でプラズマを発生させてイオンを生成

する内部イオン源を用いている。内部イオン源はカソードの交換やチムニーの内部清掃といった定

期的なメンテナンスを行いながら使用している。しかしながら、長年の使用により容易に交換でき

ない真空シール部に真空漏れが生じており、イオン源全体をばらしてのオーバーホールが必要とな

っている。他にも、HM-18 制御用のアプリケーションは、15 年前に Windows XP 上で構築されたも

ので、新しい OS に対応しておらず、予備 PC の調達が困難になっている。そのため、メーカーであ

る住友重機械工業株式会社（SHI）による PC およびアプリケーションを含めた制御系の更新を予定

している。

また、老朽化による不具合以外にも、火災影響による不具合が出てくる恐れがあり対策をすすめ

ている。火災直後では、HM-18 を早期に運転再開するために、電装部品は交換せずに外観清掃のみ

で使用を続けていた。火災で発生した煤は、非常に細かく電装部品の内部まで入り込んでいる可能

性がある。煤には塩素イオンが含まれており、この塩素イオンは空気中の水分と合わさり塩酸にな

り金属面を腐食させる。そのため、内部に入り込んだ煤により、電装部品の動作不良が生じる恐れ

があり、今後、長期停止期間において各部品の交換等を計画している。

２. NIRS-930 復旧に向けて

２－１．復旧作業
大型電源機器等の撤去後、2023 年度から量子メス棟（仮称）工事のため本体室搬入口が使用不可

の状況となっており、クレーンも修理できずに使用不可な状態のため、可能な範囲で少しずつ復旧

作業を進めている。交換が必要となる冷却水の流量計群や周辺配管、その他、使用不能な配線や照

明器具等の撤去が進められた。撤去された配管等の機器は、人手で運搬可能なサイズに裁断しつつ

搬出された。また、火災の煤による金属面の腐食が問題となるため、金属面が露出している本体周

辺の電気接触部分や、真空フランジ部などを中心に分解清掃を行なった。特に、銅ガスケットを用

いたコンフラットフランジでは、被害が大きくなってしまった。ECR イオン源の上流側のコンフラ
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ットフランジを用いた真空チェンバーでは、銅ガスケットやステンレスフランジのシール用エッジ

まで腐食が進んでしまったため、真空チェンバーの交換が必要となってしまった（図 1. ECR 上流チ

ェンバーフランジ、図 2．同チェンバーの銅ガスケット）。一方、真空シールにゴムを用いている場

合では、ゴムシール部より真空内へ腐食が進むことは無く、チェンバーの真空シール面も保つこと

が出来ていた（図 3. NIRS-930 本体側面のアルミチェンバー、図 4．レゾネーター銅フランジ面）。

大気側をアルカリ洗剤による中和と表面の研磨を行い、再使用可能であった。また、火災により停

止してから 1 年半の間、ホローコンダクター内部には、冷却水として通水していた水が溜水になっ

ていた。溜水のままではホローコンダクター内部で腐食が進み詰まりや漏水の恐れがあるため、圧

縮空気を送り込み、水抜きを行った。出てきた水は、赤茶けた色をしており、内部で腐食が進んで

いる状態となっていた（図 5. ホローコンダクター内部の溜水）。冷却水の送水を再開する場合には、

十分なフラッシングによる洗浄を行う必要がある。

図 1. ECR 上流チェンバーフランジ 図 2．同チェンバーの銅ガスケット 

図 3. NIRS-930 本体側面のアルミチェンバー 図 4．レゾネーター銅フランジ面 

図 5. ホローコンダクター内部の溜水 

２－２．制御系及び各電源の検討
これまで照光式スイッチとポテンショメータやリレーを用いて行っていたビーム輸送ラインの制御

システムに PLC と PC を用いる検討を進めている。これまで大電流電源の負荷切替に使用していた大

電流対応のロータリースイッチを用いたコース切換器は使用せずに、市販のスイッチング電源を各マ

グネットに個別に接続し、制御にて電源の切換を行う方式で検討を進めている。現在、HM-18 からの

ビームラインでの構築を目指して制御系を含めた設計を進めている。ビーム輸送ラインの制御システ

ムでは、独自に構築するために、無料の教育コンテンツが充実しており新規導入しやすい三菱電機製
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MELSEC シリーズの PLC を用いて準備を行っている。しかしながら、HM-18 本体や NIRS-930 本体周

辺の空洞共振器やデフレクター等の SHI 製の機器では、OMRON 製の PLC が用いられている。そのた

め、既設の OMRON 製 PLC との連携を含め検討を進めていく予定である。 

３. その他施設設備において
火災現場となった電源室において、床、壁面、天井の塗装作業を行った。塗装前と塗装後の写真を電

源室の南側の写真を図 6,図 7 に、北側の写真を図 8,図 9 にそれぞれ示す。これまで、繰り返し清掃を

行ってきたが、それでも残っていた臭気を抑えることができ、さらに煤を閉じ込めて、煤の拡散を抑

えることにより環境は劇的に改善された。

図 6. 塗装前の電源室(南側) 図 7．塗装後の電源室(南側) 

図 8. 塗装前の電源室(北側) 図 9．塗装後の電源室(北側) 

また、電源室の廃水ピットが老朽化しており、さらにその排水を行うポンプも火災による腐食により

動作不良となっていた為更新をおこなった。配電盤及び幹線ケーブルや各部屋における照明器具の更

新の計画を立てている。これらは、冷却水配管や流量計群等を含めて来年度長期の停止期間において、

実施する必要がある。

参考文献
[1] QST プレスリリース “千葉地区内サイクロ

トロン棟地下電源室の火災発生について”
https://www.qst.go.jp/site/press/20211126.html

[2] 令和 3 年度量医研サイクロトロン利用報告

書, QST-M-38
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２．核医学研究
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サイクロトロンによる放射性標識薬剤の製造・開発への利用状況

Production and Development of Radiopharmaceuticals Using Cyclotrons in 2023 

鈴木 寿、橋本 裕輝、峯岸 克行、門間 あゆみ、栗原 雄祐、小川 政直、大久保 崇之、

塚越 海渡、念垣 信樹、藤代 智也、嵐 大輔、富樫 隆啓、佐藤 龍斗、関 武、武藤 正敏、 

市瀬 潤、永津 弘太郎、河村 和紀、張 明栄 

Hisashi Suzuki, Hiroki Hashimoto, Katsuyuki Minegishi, Ayumi Kadoma, Yusuke Kurihara, 
Masanao Ogawa, Takayuki Ohkubo, Kaito Tsukagoe, Nobuki Nengaki, Tomoya Fujishiro, Daisuke 

Arashi, Takahiro Togashi, Tatsuto Sato, Takeru Seki, Masatoshi Muto, Jun Ichinose, Kotaro 
Nagatsu, Kazunori Kawamura, Ming-Rong Zhang 

量子科学技術研究開発機構 量子生命・医学部門 量子医科学研究所

先進核医学基盤研究部

概要
先進核医学基盤研究部では、臨床診断・治療や生体機能の計測に有用な放射性核種標識薬剤の開発、

標識薬剤合成に必要な放射性核種の製造及び標識・分析技術の開発研究を行っている。また、新規放射

性薬剤を開発し、多種多様な動物モデルを含めた動物実験による薬剤の有効性と非臨床評価、臨床共同

研究を実施している。さらに、安全で高品位な標識核種及び診断・治療用の放射性薬剤を製造し、脳機

能イメージング研究部、分子イメージング診断治療研究部のみならず QST 病院や外部の大学・研究機
関・企業の研究者に広く提供している。

当研究部によって製造される臨床研究用の放射性薬剤は、1）HIMACや量子メスを用いた腫瘍の治療
効果の評価や転移の有無などの判定、2) がん患者への診断・治療研究、3）認知症をはじめとする各種
の脳疾患の診断、治療効果の評価及び病態発生メカニズムの解明研究などに利用されている。本報告書

では、令和５年度において、当部の新規標識薬剤の開発状況及び放射性核種・放射性薬剤の製造状況を

報告する。

１. 放射性標識薬剤の開発研究状況
当研究部では、診断や治療に資する放射性核種製造技術を開発し、これらの核種を利用し、様々の標

識技術を確立している。これらの標識法・中間体を生かしながら、診断や治療に資する多種多様な放射

性薬剤を開発し、その中から、有用な新規薬剤を臨床利用に向けた製造・分析技術の開発を行ってきた。

以下に今年度の研究開発について代表的な成果を紹介する。

小型加速器による金属 RIの代替製造を実証し、Cu-64及び Zr-89の提供生産、並びに Ga-68の試験製
造をそれぞれ可能にした。白金族・Pt-191も小型加速器での代替製造を試みており、応用研究を再開し
た。外部施設の利用により、白金族の１つ・Pd-103/Rh-103m ジェネレータ製法を確立した。Ac-225 の
臨床応用・高品位のアルファ製剤化に備えて，管理区域として整備し，変更申請の準備中である。一方、

機構内外の臨床研究及び治験の促進のために新たな放射性薬剤合成設備を導入し、供給力増強に繋げた。

また、新規 PETや TAT研究シーズを探索し、有望な薬剤候補を得た。これらの成果の証として、今年
度も多数の研究論文を発表し、外部資金を獲得した。さらに新たな放射性薬剤分析機器を導入し、分析

技術の高度化を進めた。さらに、新規 PET 薬剤である[18F]ER-406699 の安定製造法と分析法を確立し、
安全性と被曝線量試験を行い、臨床使用ための PET薬剤審査委員会への申請書類を作成及び提出し、年
末に PET 薬剤審査委員会において承認され、年度末から臨床研究を開始した。一方、全国 120 の PET
施設より約 400検体の PET薬剤分析を受託し、放射性薬剤の品質を保証し、自己収入を順調に獲得した
と同時に、我が国の核医学検査の品質保証の中軸として機能している。

２. 放射性薬剤製造設備の整備状況
設備関係では、大型サイクロトロンの火災の影響でサイクロトロン棟水平照射ポート及び垂直照射ポ

ートが利用できなくなり、小型サイクロトロンを利用してα線治療核種である 225Acの製造を再開する
ために RI生産照射室 C2コース（下段）に 225Ac専用照射ポート（写真 1）及び制御装置の開発、ター
ゲットボックス自動移動装置の開発（写真 2）、RI生産照射室α線用排気ダクトの新設（写真 3）を行
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い、α核種である 223Ra、225Ac の使用室追加、使用量の増量、α線専用排気ダクトの新設の施設変更許
可承認を得た。（写真 4：改修後の RI生産照射室） 
金属核種の中でエネルギーが低く小型サイクロトロンで製造可能な 89Zr、64Cu、191Ptの核種は RI生産
照射室 C2コース照射装置（上段）を利用し、非臨床有用性評価を実施した。その他の金属核種（211At、
225Ac、103Pd、191Pt、186Re）については、外部機関（高崎、RI プラットフォーム、東北大）からの提供
により入手した核種を利用して、サイクロトロン棟第 4、第 5ホットラボ室にて非臨床有用性評価を実
施した。 
サイクロトロン棟第一ホットラボ室では、当部が開発した多目的合成装置（3台）、11C合成装置（1
台）、超高比放射能合成装置（1台）と 18F-有機合成装置（1台）を配置し、第二ホットラボ室では多目
的合成装置（2 台）を設置して多種多様な標識合成中間体や標識薬剤を合成し、非臨床有用性評価を実
施した。 
画像診断棟汎用ホットラボでは 111In を利用した臨床用標識薬剤の有用性評価のための施設整備とし
て液体シンチレーションカウンターの設置を行った。また、α線治療薬剤の臨床試験に向けた施設整備

として質量分析室に設置したα核種用ホットセル（1 台）、α線治療薬剤調整ドラフト（1 台）、薬剤
分注無菌アイソレーター（1台）、α線排気ダクト及びα線排風設備 1式の施設変更許可申請を行った。 
 

３. 放射性標識薬剤の生産・提供状況 
令和５年度に製造した放射性薬剤は、主に腫瘍診断・治療（[11C]MePro、[11C]MeLeu、[18F]FEDAC、

[64Cu]Cu 水溶液）、脳機能測定（[18F]PMPBB3、[11C]BTA、[11C]SL25.1188、[18F]C05-05、[18F]FEtPE2I、
[11C]K-2、[18F]FMeNER-D2、[18F]FEDAC、[18F]SPAL-T-06、[18F]ER-604699、[18F]T-401）の臨床利用、
サル、ラット、マウスなどの動物実験（[18F]FEDAC、[18F]ITMM、[11C]DCZ、[11C]Glu、[11C]CPPC、[18F]SM-B、
[11C]MPET、[11C]TGN-020、[11C]MAGL-8、[18F]FPADTBZ、[18F]KIDJI003、[11C]BPTES、[13N]NH3、[15O]H2O、
64Cu標識化合物、89Zr標識化合物、191Pt標識化合物など）、さらに校正用ファントム線源（18F）などへ
提供した。 
なお、令和５年度に製造した標識化合物および生産量を表 1に、被験者数を図 1に、平成４年度から
令和５年度まで RIの生産・提供回数の推移を図 2と図 3にそれぞれ示した。 
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写真 1. 上下 2段式 C2 コース照射装置 

（上段：固体ターゲット用、下段 Ra/Ac 専用照射装置） 
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写真 2. ターゲットボックス自動移動装置 
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写真 3. α線用排気ダクト 

写真 4. 改修後の RI 生産照射室 
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[18F]PMPBB3

119人

[11C]BTA, 74人

[11C]SL25.1188, 26人

[18F]C05-05, 15人

[18F]FEtPE2I, 10人

[11C]K-2, 9人

[18F]FMeNER-D2, 9人

[18F]FEDAC, 6人

図1. 令和5年度における被験者数（274人）

[18F]ER-604699, 2人
[18F]T-401, 1人

[18F]SPAL-T-06, 3人
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Biology. 2023-05. 

(7) Kuan Hu, Siqi Zhang, Lin Xie, Xingkai Wang, Jieting Shen, Xiaona Sun, Yuxuan Wu, Ming-Rong Zhang: 
Dual targeting of PD-L1 and integrin avb3 with a peptide tracer. Nuclear Medicine and Biology. 2023-05. 

(8) Jieting Shen, Lin Xie, Siqi Zhang, Xingkai Wang, Xiaona Sun, Yuxuan Wu, Rui Wang, Ming-Rong Zhang, 
Kuan Hu. Covalent Modification of Black Phosphorus Nanosheets with 89-Zirconium. Nuclear Medicine and 
Biology. 2023-05. 

(9) Toshimitsu Okamura, Tatsuya Kikuchi, Ming-Rong Zhang: Effects of solvents on the yield of 6-bromo-7-
[11C]methylpurine. Nuclear Medicine and Biology. 2023-05. 

(10) Wakana Mori, Nobuki Nengaki, Tomoteru Yamasaki, Katsushi Kumata, Masayuki Fujinaga, Ming-Rong 
Zhang: Radiosynthesis and evaluation of a new PET tracer for imaging of leucine-rich repeat kinase 2. 
Nuclear Medicine and Biology. 2023-05. 

(11) Tatsuya Kikuchi, Toshimitsu Okamura, Ming-Rong Zhang: Reductive N-11C-methylation of anilines in 
dimethyl sulfoxide using in situ generated [11C]formaldehyde and 2-methylpyridine-borane. Nuclear 
Medicine and Biology. 2023-05. 
 

[学会・研究会での口頭発表及びポスター発表] 
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関するワークショップ」, 2024-02-29.
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大輔, 富樫 隆啓, 佐藤 龍斗, 武藤 正敏, 市瀬 潤 ,永津 弘太郎, 河村 和紀, 張 明栄: サイクロトロンによ

る放射性標識薬剤の製造・開発への利用状況. 令和 4 年度量医研サイクロトロン利用報告書,18-
24,2023-10.

(2) 永津 弘太郎, 尾幡 穂乃香, 鈴木 寿, 峯岸 克行, 大矢 智幸, 市瀬 潤, 門間 あゆみ: QST 千葉におけるサ

イクロトロン利用研究. 加速器,20(4),272-280,2024-02.
(3) 市瀬 潤, 永津 弘太郎: 加速器を用いた医療用放射性核種製造の現状.臨床放射線,68(10),2023-10. 

２.２. イメージング物理研究

[原著論文] 

(1) Yuma Iwao, Go Akamatsu, Hideaki Tashima, Miwako Takahashi, Taiga Yamaya, "Pre‑acquired CT‑based
attenuation correction with automated headrest removal for a brain‑dedicated PET system," Radiological
Physics and Technology, 16, 4, pp. 552-559, 2023.

(2) Chie Toramatsu, Akram Mohammadi, Hidekatsu Wakizaka, Nobuhiro Nitta, Yoko Ikoma, Chie Seki, Iwao
Kanno, Taiga Yamaya, “Tumour status prediction by means of carbon-ion beam irradiation: comparison of
washout rates between in-beam PET and DCE-MRI in rats,” Phys. Med. Biol. 68 195005, 2023.

(3) Sodai Takyu, Hayato Ikeda, Hidekatsu Wakizaka, Fumihiko Nishikido, Ken-ichiro Matsumoto, Hideaki
Tashima, Hisashi Suzuki, Yoshihito Funaki, Hiroshi Watabe, Miwako Takahashi, Taiga Yamaya, "Positron
annihilation lifetime measurement with TOF-PET detectors: feasibility of Iodine-124 use," Applied Physics
Express 16, 116001, 2023.

[国内/国際学会のプロシーディング] 

(1) 山谷 泰賀, “アカデミア発、世界初の半球型頭部 PET の実用化 - AI ブームの今、なぜ装置開発か?”
信学技報 MI2022-114(2023-03), pp. 171-174, 2023. (医用画像研究会(MI), 特別講演, oral, 2023/3/7)

[学会・研究会での口頭発表及びポスター発表] 

(1) Taiga Yamaya, Go Akamatsu, Hideaki Tashima, Yuma Iwao, Eiji Yoshida, Hidekatsu Wakizaka, Chie
Toramatsu, Miwako Takahashi, "Bench-to-clinical development of Vrain: the world’s first brain-dedicated
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PET with a hemispherical geometry," Mini-Micro-Nano Dosimetry and Innovative Technologies in Radiation 
Oncology (MMND & ITRO) Conference, 2023. (oral, Noosa) 

(2) Go Akamatsu, Miwako Takahashi, Yuma Iwao, Hideaki Tashima, Eiji Yoshida, Taiga Yamaya, “Imaging
performance of a brain-dedicated hemispherical PET over whole-body cylindrical scanners,” 医学物理, 第
43 巻, Sup.1 (第 125 回日本医学物理学会学術大会報文集), p. 156, 2023. (JSRT-JSMP Joint International
Conference on Radiological Physics and Technology (ICRPT), TPI-036, oral, 2023/4/14, PACIFICO
Yokohama) Received the ICRPT Certificate of Merit Award

(3) Go Akamatsu, Hideaki Tashima, Sodai Takyu, Mitsutaka Yamaguchi, Naoki Kawachi, Makoto Sakai,
Shunsuke Kurosawa, Kenji Shimazoe, Miwako Takahashi, Taiga Yamaya, “Performance evaluation
standards for medical Compton imaging systems,” 医学物理, 第 43 巻, Sup.1 (第 125 回日本医学物理学
会学術大会報文集), p. 126, 2023. (JSRT-JSMP Joint International Conference on Radiological Physics and
Technology (ICRPT), TPI-068, oral, 2023/4/15, PACIFICO Yokohama) Received the ICRPT Outstanding
Presentation Award

(4) Go Akamatsu, Sodai Takyu, Hideaki Tashima, Hidekatsu Wakizaka, Mitsutaka Yamaguchi, Naoki Kawachi,
Makoto Sakai, Shunsuke Kurosawa, Kenji Shimazoe, Fumihiko Nishikido, Eiji Yoshida, Miwako Takahashi,
Taiga Yamaya, "I-131 3D Compton imaging with a small whole gamma imaging prototype," SNMMI2023
Annual Meeting, P1242, 2023. (oral, 2023/6/26, Chicago)

(5) C. Toramatsu, A. Mohammadi, N. Nitta, C. Seki, Y. Ikoma, I. Kanno, T. Yamaya, “In situ tumour response
PET imaging without radiopharmaceuticals in particle therapy: a feasibility study in rats,” Eur J Nucl Med
Mol Imaging, 50, Suppl 1, S38, 2023. (EANM2023, oral, OP-079, 2023/9/10) (Highlighted)

(6) G. Akamatsu, Y. Iwao, H. Tashima, Y. Nagai, C. Seki, H. Mizuma, T. Okauchi, H. Wakizaka, T. Minamimoto, 
M. Higuchi, T. Yamaya, "VRAIN-M: Monkey brain PET developed based on clinical PET with
hemispherical geometry," IEEE NSS MIC RTSD, M-01-03, 2023. (oral, 2023/11/8, Vancouver)

(7) H. G. Kang, H. Takuwa, H. Tashima, H. Wakizaka, M. Higuchi, T. Yamaya, "A 0.5 mm resolution mouse
brain PET for simultaneous two-photon excitation fluoroscopy," IEEE NSS MIC RTSD, M-01-05, 2023.
(oral, 2023/11/8, Vancouver)

(8) H. Tashima, C. Toramatsu, A. Mohammadi, Y. Iwao, N. Inadama, H. G. Kang, G. Akamatsu, M. Tajiri, H.
Mizuno, M. Koto, T. Yamaya, "Bench-to-clinical transfer of OpenPET: first in-beam test in a HIMAC
treatment room," IEEE NSS MIC RTSD, M-15-02, 2023. (oral, 2023/11/10, Vancouver)

(9) A. Mohammadi, H. Tashima, S. Takyu, Y. Iwao, C. Toramatsu, F. Nishikido, K. Parodi, T. Yamaya, "Dose
estimation from in-beam PET imaging of 11C and 15O beams," IEEE NSS MIC RTSD, M-15-04, 2023. (oral, 
2023/11/10, Vancouver)

(10) Taiga Yamaya, Hideaki Tashima, Chie Toramatsu, Akram Mohammadi, Yuma Iwao, Go Akamatsu, Han
Gyu Kang, Minoru Tajiri, Hideyuki Mizuno, Masashi Koto, “OpenPET: a novel PET prototype for range
verification ready for clinical test in HIMAC,” PTCOG-AO&ISTPT2023, OP-14, 2023. (2023/11/25, Taipei,
oral)

(11) Taiga Yamaya, Miwako Takahashi, Go Akamatsu, Hideaki Tashima, Yuma Iwao, Eiji Yoshida, “Bench-to-
clinical R&D of the world’s first hemispherical brain-dedicated PET system,” The 19th Conference of Peace
through Mind/Brain Science, 2023/2/21. (Hamamatsu, poster)

(12) Go Akamatsu, Hideaki Tashima, Yuma Iwao, Eiji Yoshida, Hidekatsu Wakizaka, Miwako Takahashi, Taiga
Yamaya, “Recently commercialized novel animal PET systems invented by QST,” The 19th Conference of
Peace through Mind/Brain Science, 2023/2/21. (Hamamatsu, poster)

(13) Han Gyu Kang, Hideaki Tashima, Hidekatsu Wakizaka, Fumihiko Nishikido, Makoto Higuchi, Miwako
Takahashi, Taiga Yamaya, “0.5 mm resolution positron emission tomography for rodent brain imaging,” The
19th Conference of Peace through Mind/Brain Science, 2023/2/21. (Hamamatsu, poster)

(14) Hideaki Tashima, Sodai Takyu, Go Akamatsu, Miwako Takahashi, Akram Mohammadi, Fumihiko Nishikido,
Han Gyu Kang, Wakizaka Hidekatsu, Yuma Iwao, Taiga Yamaya, “Whole gamma imaging utilizing all
detectable gamma rays,” The 19th Conference of Peace through Mind/Brain Science, 2023/2/21. (Hamamatsu,
poster)

(15) C. Toramatsu, A. Mohammadi, N. Nitta, H. Wakizaka, Y. Ikoma, C. Seki, I. Kanno, T. Yamaya, “Possibility
of tumor diagnosis by beam irradiation: Comparison of biological washout rates in rats between in-beam PET
and DEC-MRI,” 61st Annual PTCOG Conference, P 002, 2023. (poster, Madrid, 2023/6/14)

(16) Miwako Takahashi, Yuma Iwao, Go Akamatsu, Hideaki Tashima, Eiji Yoshida, Taiga Yamaya, "Free-
movement brain FDG-PET: clearer small nuclei identification with longer scan time," SNMMI2023 Annual
Meeting, 2023. (poster, 2023/6/25, Chicago)

(17) G. Akamatsu, S. Takyu, H. Tashima, H. Wakizaka, M. Yamaguchi, N. Kawachi, M. Sakai, S. Kurosawa, K.
Shimazoe, F. Nishikido, E. Yoshida, M. Takahashi, T. Yamaya, "Iodine-131 whole gamma imaging
outperforms clinical SPECT," IEEE NSS MIC RTSD, M-10-143, 2023. (poster, 2023/11/9, Vancouver)

(18) C. Toramatsu, A. Mohammadi, H. Wakizaka, H. Sudo, N. Nitta, C. Seki, Y. Ikoma, I. Kanno, T. Yamaya,
"Washout in in-beam PET as a biomarker of tumor vascular condition: a feasibility study in rats," IEEE NSS
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MIC RTSD, M-10-377, 2023. (poster, 2023/11/9, Vancouver) 
(19) G. Akamatsu, E. Yoshida, S. Ito, H. Tashima, H. G. Kang, S. Takyu, F. Nishikido, F. Obata, M. Kiyokawa,

H. Wakizaka, K.J. Kim, K. Kamada, A. Yoshikawa, M. Takahashi, T. Yamaya, "Development of the 4th
whole gamma imaging prototype for 89Zr mouse imaging demonstration," IEEE NSS MIC RTSD, M-10-
431, 2023. (poster, 2023/11/9, Vancouver)

(20) S. Takyu, F. Nishikido, H. Tashima, G. Akamatsu, K. Matsumoto, M. Takahashi, T. Yamaya, "Resolving 10
mmHg and 40 mmHg pO2 samples by positronium lifetime in clinical PET," IEEE NSS MIC RTSD, M-17-
420, 2023. (poster, 2023/11/10, Vancouver)

(21) Y. Iwao, G. Akamatsu, H. Tashima, M. Takahashi, T. Yamaya, "Data-driven adaptive frame division motion
correction for brain PET," IEEE NSS MIC RTSD, M-17-219, 2023. (poster, 2023/11/10, Vancouver)

(22) S. Takyu, H. Ikeda, H. Wakizaka, K. Matsumoto, F. Nishikido, H. Tashima, M. Takahashi, H. Watabe, T.
Yamaya, "Iodine-124 enables positronium lifetime measurement with TOF-PET detectors," IEEE NSS MIC
RTSD, M-17-411, 2023. (poster, 2023/11/10, Vancouver)

(23) Han Gyu Kang, Hideaki Tashima, Fumihiko Nishikido, Makoto Higuchi, Miwako Takahashi, Taiga Yamaya, 
"Ultrahigh resolution small animal positron emission tomography for mouse brain imaging," 2023 年第 70
回応用物理学会春季学術講演会講演予稿集, 02-007, 2023. (15p-D311-6, oral, 上智大学四谷キャンパ
ス, 2023/3/15)

(24) 田久 創大, 池田 隼人, 脇坂 秀克, 松本 謙一郎, 錦戸 文彦, 田島 英朗, 高橋 美和子, 渡部 浩司, 山谷 泰
賀, "量子 PET 研究：124I による陽電子寿命測定," 2023 年第 70 回応用物理学会春季学術講演会講
演予稿集, 02-008, 2023. (15p-D311-7, oral, 上智大学四谷キャンパス, 2023/3/15)

(25) 赤松 剛, 岩男 悠真, 田島 英朗, 永井 裕司, 関 千江, 水間 広, 岡内 隆, 脇坂 秀克, 南本 敬史, 山谷 泰賀,
“サル用半球型頭部 PET システムの性能評価,” JSMI Report, p. 85, 2023. (第 17 回日本分子イメージ
ング学会 総会・学術集会, P-22, poster, 2023/6/9, 東北大学)

(26) 田久創大, 錦戸文彦, 田島英朗, 赤松剛, 松本謙一郎, 高橋美和子, 山谷泰賀, “ポジトロニウム寿命に
よる酸素分圧センシング：臨床用 PET 装置を用いた実証,” 第 60 回アイソトープ・放射線研究発
表会要旨集, 2B05-06-02, 2023. (第 60 回アイソトープ・放射線研究発表会, oral, 2023/7/6, 日本科学
未来館)

(27) 田島英朗, 寅松千枝, Mohammadi Akram, 岩男悠真, 赤松剛, 稲玉直子, Han Gyu Kang, 田尻稔, 水野秀
之, 小藤昌志, 山谷泰賀, “重粒子線がん治療における初の臨床適用に向けた OpenPET 装置開発,”
JAMIT Annual Meeting 2023 第 42 回日本医用画像工学会大会抄録集, pp. 191-192, 2023. (JAMIT
Annual Meeting 2023 第 42 回日本医用画像工学会大会, oral, OP10-5, 2023/7/28)

(28) Chie Toramatsu, Hideaki Tashima, Akram Hamato, Yuma Iwao, Go Akamatsu, Han Gyu Kang, Minoru
Tajiri, Hideyuki Mizuno, Masahi Koto, Taiga Yamaya, "Commissioning of the OpenPET prototype installed
in HIMAC Room E for a clinical test," 医学物理, 第 43 巻, Sup. 3, p. 77, 2023. (寅松千枝, 田島英朗,
Akram Mohammadi, 岩男悠真, 赤松剛, Han Gyu Kang, 田尻稔, 水野秀之, 小藤昌志, 山谷泰賀, "重粒子
線治療の臨床応用に向けた OpenPET 開発機のコミッショニング," 第 126 回日本医学物理学会学術
大会, O-022, 2023/9/16, oral, 広島) [第 126 回日本医学物理学会学術大会大会長賞特別賞受賞]

(29) 田久創大, 澁谷憲悟, 松本謙一郎, 錦戸文彦, 田島英朗, 高橋美和子, 山谷泰賀, "量子 PET：ポジトロ
ニウムイメージングの実証実験," 第 84 回応用物理学会秋季学術講演会講演予稿集, 02-091, 2023.
(第 84 回応用物理学会秋季学術講演会, 21p-A602-1, oral, 2023/9/21) (第 29 回放射線奨励賞受賞記念
講演)

(30) Han Gyu Kang, Hiroyuki Takuwa, Hideaki Tashima, Hidekatsu Wakizaka, Makoto Higuchi, Taiga Yamaya,
"A 0.5 mm resolution mouse brain PET for simultaneous two-photon excitation imaging," " 第 84 回応用物
理学会秋季学術講演会講演予稿集, 02-103, 2023. (第 84 回応用物理学会秋季学術講演会,21p-A602-
11, oral, 2023/9/21)

(31) 田久創大, 錦戸文彦, 田島英朗, 赤松剛, 松本謙一郎, 高橋美和子, 山谷泰賀, "ポジトロニウム寿命に
よる低酸素腫瘍識別の可能性の検証：臨床 PET 装置を用いた物理実験," 第 63 回日本核医学会学
術総会, [2-MO29-03], 2023. (oral, グランフロント大阪, 2023/11/17)

(32) 高橋美和子, 岩男悠真, 赤松剛, 田島英朗, 吉田英治, 山谷泰賀, "非接触型体動補正法を用いた長時間
撮像による脳 FDG-PET 画像," 第 63 回日本核医学会学術総会, [3-MO38-06], 2023. (oral, グランフロ
ント大阪, 2023/11/18)

(33) 赤松剛, 岩男悠真, 田島英朗, 永井裕司, 関千江, 水間広, 岡内隆, 脇坂秀克, 南本敬史, 樋口真人, 山谷
泰賀, "サル用半球型頭部 PET装置VRAIN-Mの性能特性," 第 63回日本核医学会学術総会, [3-MO42-
04], 2023. (oral, グランフロント大阪, 2023/11/18)

(34) 山谷泰賀, "次世代 PET 研究 2016-2022," 次世代 PET 研究会 2023, 2023/1/21 (QST 千葉+オンライン).
(35) 田島英朗, "第 3 の核医学イメージング法：コンプトンカメラ," 次世代 PET 研究会 2023, 2023/1/21

(QST 千葉+オンライン)
(36) 田島英朗, 田久創大, 山谷泰賀, "新しい核医学イメージング手法「量子 PET」の研究開発," コニカ

ミノルタ科学技術振興財団画像科学奨励賞 30 周年記念発表会, 2023. (poster, 東京たま未来メッセ,
2023/11/22)
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(37) 山谷泰賀, “PET・コンプトンカメラへの応用,” 2022 年度医療放射線技術研究会―医療現場の放射
線計測のためのシンチレータ開発と応用研究―, 2023. (東京都立大学荒川キャンパス, 2023/1/7)

(38) 山谷泰賀, “アカデミア発、世界初の半球型頭部 PET の実用化 - AI ブームの今、なぜ装置開発か?,”
信学技報 MI2022-114(2023-03), pp. 171-174, 2023. (医用画像研究会(MI), 特別講演, oral, 2023/3/7)

(39) Taiga Yamaya, "Positron Emission Tomography and other new modality developed / under-development in
QST," Workshop on Double Photon Emission Computed Tomography and beyond, 2023. (invited, oral,
2023/3/24, U. Tokyo)

(40) 山谷泰賀, “ヘルメット型 PET 装置の開発と展望 -ラボ開発成果を臨床へ-,” 第 79 回日本放射線技術
学会総会学術大会 プログラム・予稿集, p. 142、2023. (第 79 回日本放射線技術学会総会学術大会,
実行委員会企画 8「放射線診療における『新たなる風』を感じる」, invited, oral, 2023/4/15, パシフ
ィコ横浜)

(41) Yuma Iwao, “Marker-less and calibration-less motion correction method for brain PET,” 医学物理, 第 43
巻, Sup.1, p. 15、2023. (JSRT-JSMP 合同土井賞受賞講演, TPA-2, 2023/4/15, パシフィコ横浜)

(42) 田島英朗, "新時代の核医学イメージングを拓く画像再構成研究," JSMI Report, p. 41, 2023. (第 17 回
日本分子イメージング学会 総会・学術集会, S-03, 招待講演, oral, 2023/6/8, 東北大学)

(43) Taiga Yamaya, “Technological Innovation in PET Imaging,” The 8th International Conference on
Advancements in Nuclear Instrumentation Measurement Methods and their Applications (ANIMMA),
Keynote 2, 2023. (invited, oral, Lucca, Italy, 2023/6/13)

(44) Taiga Yamaya, “Application-Specific PET Systems Expanding the Potential of Nuclear Medicine,” Hal
Anger Lectureship, SNMMI2023 Annual Meeting, 2023. (invited, oral, 2023/6/26, Chicago)

(45) 山谷泰賀, "未来の PETを自ら創る～新しい医工学研究のかたち," 第 15 回放射線医学オープンスク
ール, 2023/8/24. (invited, 浜松ホトニクス株式会社豊岡製作所)

(46) 高橋美和子, “頭部専用ヘルメット型 PET,” PET サマーセミナー2023 抄録集, p. 56, 2023. (PET サマ
ーセミナー2023 in 成田, セッション 6-3, oral, invited, 2023/8/26)

(47) 高橋美和子, "ヘルメット型頭部専用 PET の開発," 第 12 回相模原機能画像セミナー, 2023/8/28.
(invited, online)

(48) 山谷泰賀, "PET 装置の最新動向と未来予想," 第 12 回 JBMP 放射線治療品質管理・医学物理講習会,
2023/9/15. (invited, 広島県医師会館ホール)

(49) 山谷泰賀, “フォトニクスが支える PET の進化～症状が出る前に病気を見つけるには？,” 2023 年第
84回応用物理学会秋季学術講演会 シンポジウム「フォトニクスと放射線科学の融合分野の進展」,
23p-A304-2, 2023/9/23. (oral, invited, 熊本)

(50) 赤松剛, "診療放射線技師だからこそできる脳核医学イメージング研究開発," 第 51 回日本放射線技
術学会秋季学術大会, 2023. (invited, 名古屋国際会議場, 2023/10/28)

(51) 山谷泰賀, "次世代 PET 装置開発：最新技術と近未来," 第 63 回日本核医学会学術総会, [SY03-01],
2023. (invited, グランフロント大阪, 2023/11/16)

(52) 田島英朗, "コンプトンカメラからWGIへ," 第 63回日本核医学会学術総会, [SY03-02], 2023. (invited, 
グランフロント大阪, 2023/11/16)

(53) 高橋美和子, "新たな核医学装置が牽引する医学の展望," 第 63 回日本核医学会学術総会, [SY03-03],
2023. (invited, グランフロント大阪, 2023/11/16)

(54) 赤松剛 , "Performance evaluation of VRAIN: a brain-dedicated PET with a hemispherical detector
arrangement," 第 63 回日本核医学会学術総会, [AW-03] (日本核医学会研究奨励賞受賞講演), 2023.
(invited, グランフロント大阪, 2023/11/17)

(55) 高橋美和子, "定量性の向上を目指した PET 開発とその臨床応用," 第 63 回日本核医学会学術総会,
[EL09-02], 2023. (invited, グランフロント大阪, 2023/11/18)

(56) Chie Toramatsu, “Potential of in-beam PET: theranostics in particle therapy,” PTCOG-AO&ISTPT2023,
2023. (2023/11/25, Taipei, invited)

(57) 山谷泰賀, “陽電子でがんや認知症を早期診断する,” 2023 年度日本物理学会公開講座「量子ビーム
で見る、視る、診る」, 2023/11/26. (星陵会館ホール)

(58) Han Gyu Kang, Hideaki Tashima, Hidekatsu Wakizaka, Fumihiko Nishikido, Makoto Higuchi, Miwako
Takahashi, Taiga Yamaya, "Ultrahigh resolution PET scanner for rodent brain imaging," 2023 IEEE NPSS
Seoul Chapter, 2023년 핵의학영상 및 기기 연구회 동계심포지엄, 2023/12/15. (invited, online, oral)

[その他 (特許，解説，単行本等)] 

(1) 吉田英治, 山谷泰賀, “信号処理装置、信号処理方法、信号処理プログラム、および陽電子放出断層
撮影装置," 特願 2023-014284, 2023/2/1 出願 (Q20275JP)

(2) 吉田英治, 山谷泰賀, “信号処理装置、信号処理方法、信号処理プログラム、及び、陽電子放出断
層撮影装置,” 特願 2023-35999, 2023/3/8 出願 (Q20315JP)

(3) 岩男悠真, 田島英朗, 高橋美和子, 山谷泰賀, "画像構成装置、画像構成方法、画像構成プログラム、
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および記憶媒体," 特願 2023-108744, 2023/6/30 出願. (Q20318) 
(4) 吉田英治, 山谷泰賀, “信号処理装置、信号処理方法、陽電子放出断層撮影装置、及び設定方法," 特

願 2023-137967, 2023/8/28 出願 (Q20325JP)
(5) 吉田英治, 山谷泰賀, "放射線検出装置、及び、陽電子放出断層撮影装置," 特願 2023-185831,

2023/10/30 出願. (Q20340JP)v
(6) 吉田英治, 山谷泰賀, “放射線位置検出器,” 特許第 7384454, 2023/11/13 登録. (Q20130JP)
(7) 山谷泰賀 編, “次世代 PET 研究報告書 2022,” QST-R-25, 2023/1/21.

https://www.nirs.qst.go.jp/usr/medical-imaging/ja/study/pdf/QST_R_25.pdf
(8) 高橋美和子, 黒澤俊介, 山谷泰賀, "新たな核医学イメージング装置への挑戦," Isotope News, 2023 年

2 月号, No. 785, pp. 2-5, 2023.
(9) 赤松剛, 田島英朗, 吉田英治, 岩男悠真, 田久創大, 脇坂秀克, 高橋美和子, 山谷泰賀, "世界初の半球型

頭部 PET 装置 VRAIN," 日本放射線技術学会雑誌, 79 巻, 2 号, p. 200-205, 2023.
(10) 高橋美和子, 山谷泰賀, "核医学を必要としている患者さんに届けるために," 放射線, Vol. 48, No. 1,

pp. 2-6, 2023.
(11) Han Gyu Kang, Hideaki Tashima, Hidekatsu Wakizaka, Fumihiko Nihshikido, Makoto Higuchi, Miwako
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 2023年度前期ﾏｼﾝﾀｲﾑ予定表(2023.4.17～9.29) 1／4
2023/7/27印刷

月　日 午　後 月　日 午　後

4月17日 5月8日
（月） （月）

4月18日 5月9日
（火） （火）

4月19日 5月10日
（水） （水）

4月20日 5月11日
（木） （木）

4月21日 5月12日
（金） （金）

4月22日 5月13日
（土） （土）

4月23日 5月14日
（日） （日）

4月24日 5月15日
（月） （月）

4月25日 5月16日
（火） （火）

4月26日 5月17日
（水） （水）

4月27日 5月18日
（木） （木）

4月28日 5月19日
（金） （金）

4月29日 5月20日
（土） （土）

4月30日 5月21日
（日） （日）

5月1日 5月22日
（月） （月）

5月2日 5月23日
（火） （火）

5月3日 5月24日
（水） （水）

5月4日 5月25日
（木） （木）

5月5日 5月26日
（金） （金）

5月6日 5月27日
（土） （土）

5月7日 5月28日
（日） （日）

停止

停止 停止

停止

停止

停止

停止

メンテ
ナンス

ＲＩ生産

ＲＩ生産こどもの日

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

ＲＩ生産 停止

停止

ＲＩ生産
（10:00～）

メンテ
ナンス

停止

停止

停止

ＲＩ生産

みどりの日

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

停止

停止

大型サイクロトロン
午　前

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

大型サイクロトロン

ＲＩ生産

午　前

ＲＩ生産

ＲＩ生産

小型サイクロトロン
午　後

ＲＩ生産停止

停止

ＲＩ生産

憲法記念日

停止

小型サイクロトロン

ＲＩ生産

ＲＩ生産

午　後

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

午　前 午　前

ＲＩ生産
（10:00～）

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

メンテ
ナンス

ＲＩ生産

ＲＩ生産

メンテナンス

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

ＲＩ生産
（10:00～）
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月　日 午　後 月　日 午　後

5月29日 6月19日
（月） （月）

5月30日 6月20日
（火） （火）

5月31日 6月21日
（水） （水）

6月1日 6月22日
（木） （木）

6月2日 6月23日
（金） （金）

6月3日 6月24日
（土） （土）

6月4日 6月25日
（日） （日）

6月5日 6月26日
（月） （月）

6月6日 6月27日
（火） （火）

6月7日 6月28日
（水） （水）

6月8日 6月29日
（木） （木）

6月9日 6月30日
（金） （金）

6月10日 7月1日
（土） （土）

6月11日 7月2日
（日） （日）

6月12日 7月3日
（月） （月）

6月13日 7月4日
（火） （火）

6月14日 7月5日
（水） （水）

6月15日 7月6日
（木） （木）

6月16日 7月7日
（金） （金）

6月17日 7月8日
（土） （土）

6月18日 7月9日
（日） （日）

定期検査

ＲＩ生産

停止

停止

ＲＩ生産

停止

停止 停止

大型サイクロトロン

停止

停止

ＲＩ生産

メンテ
ナンス

ＲＩ生産

午　後

ＲＩ生産

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

午　前
大型サイクロトロン

停止

停止

午　前

ＲＩ生産

停止

停止ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

停止

停止

停止

停止ＲＩ生産

小型サイクロトロン

ＲＩ生産

午　後

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

ＲＩ生産

メンテナンス

ＲＩ生産

停止

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～） 停止

ＲＩ生産

午　前

ＲＩ生産
（10:00～）

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

小型サイクロトロン
午　前

37



 2023年度前期ﾏｼﾝﾀｲﾑ予定表(2023.4.17～9.29) 3／4
2023/7/27印刷

月　日 午　後 月　日 午　後

7月10日 7月31日
（月） （月）

7月11日 8月1日
（火） （火）

7月12日 8月2日
（水） （水）

7月13日 8月3日
（木） （木）

7月14日 8月4日
（金） （金）

7月15日 8月5日
（土） （土）

7月16日 8月6日
（日） （日）

7月17日 8月7日
（月） （月）

7月18日 8月8日
（火） （火）

7月19日 8月9日
（水） （水）

7月20日 8月10日
（木） （木）

7月21日 8月11日
（金） （金）

7月22日 8月12日
（土） （土）

7月23日 8月13日
（日） （日）

7月24日 8月14日
（月） （月）

7月25日 8月15日
（火） （火）

7月26日 8月16日
（水） （水）

7月27日 8月17日
（木） （木）

7月28日 8月18日
（金） （金）

7月29日 8月19日
（土） （土）

7月30日 8月20日
（日） （日）

ＲＩ生産

メンテナンス R＆D

停止

海の日 停止

停止 停止

停止

停止

山の日

停止

停止

ＲＩ生産

停止

停止

R＆D

停止

メンテ
ナンス

R＆D

大型サイクロトロン
午　前

停止

停止

停止

R＆D

ＲＩ生産

停止

停止

ＲＩ生産

停止

停止

停止

大型サイクロトロン

停止

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

停止ＲＩ生産

停止

午　前
小型サイクロトロン

メンテ
ナンス

午　後午　前 午　後

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

停止

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産
（10:00～）

ＲＩ生産
（10:00～）

R＆D

午　前

メンテ
ナンス

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産
（10:00～）

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

小型サイクロトロン
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大型サイクロトロン
月　日 午　後 月　日 午　後

8月21日 9月11日
（月） （月）

8月22日 9月12日
（火） （火）

8月23日 9月13日
（水） （水）

8月24日 9月14日
（木） （木）

8月25日 9月15日
（金） （金）

8月26日 9月16日
（土） （土）

8月27日 9月17日
（日） （日）

8月28日 9月18日
（月） （月）

8月29日 9月19日
（火） （火）

8月30日 9月20日
（水） （水）

8月31日 9月21日
（木） （木）

9月1日 9月22日
（金） （金）

9月2日 9月23日
（土） （土）

9月3日 9月24日
（日） （日）

9月4日 9月25日
（月） （月）

9月5日 9月26日
（火） （火）

9月6日 9月27日
（水） （水）

9月7日 9月28日
（木） （木）

9月8日 9月29日
（金） （金）

9月9日 9月30日
（土） （土）

9月10日 10月1日
（日） （日）

ＲＩ生産
（10:00～）

長期
メンテナンス

長期
メンテナンス

メンテ
ナンス 停止

敬老の日

停止

停止

停止

停止

午　後
小型サイクロトロン

長期
メンテナンス

長期
メンテナンス

秋分の日

（後期マシンタイム　10/2～）

長期
メンテナンス

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

午　前
大型サイクロトロン

停止

停止

ＲＩ生産

停止

小型サイクロトロン

ＲＩ生産

メンテ
ナンス

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産
（10:00～）

山の日

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

午　前

長期
メンテナンス

停止

停止

停止

長期
メンテナンス

停止

長期
メンテナンス

停止

停止

停止

停止

長期
メンテナンス

停止

長期
メンテナンス

停止

長期
メンテナンス

停止

長期
メンテナンス

停止

ＲＩ生産

長期
メンテナンス

停止

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～） 停止

長期
メンテナンス

停止

停止

停止

午　前 午　前午　後
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月　日 午　後 月　日 午　後

10月2日 10月23日
（月） （月）

10月3日 10月24日
（火） （火）

10月4日 10月25日
（水） （水）

10月5日 10月26日
（木） （木）

10月6日 10月27日
（金） （金）

10月7日 10月28日
（土） （土）

10月8日 10月29日
（日） （日）

10月9日 10月30日
（月） （月）

10月10日 10月31日
（火） （火）

10月11日 11月1日
（水） （水）

10月12日 11月2日
（木） （木）

10月13日 11月3日
（金） （金）

10月14日 11月4日
（土） （土）

10月15日 11月5日
（日） （日）

10月16日 11月6日
（月） （月）

10月17日 11月7日
（火） （火）

10月18日 11月8日
（水） （水）

10月19日 11月9日
（木） （木）

10月20日 11月10日
（金） （金）

10月21日 11月11日
（土） （土）

10月22日 11月12日
（日） （日）

停止

午　前 午　前

ＲＩ生産
（10:00～）

メンテ
ナンス

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

ＲＩ生産

ＲＩ生産

小型サイクロトロン

ＲＩ生産

ＲＩ生産

午　後

ＲＩ生産

メンテ
ナンス

ＲＩ生産

停止

ＲＩ生産

大型サイクロトロン

ＲＩ生産

午　前

ＲＩ生産

ＲＩ生産

小型サイクロトロン
午　後

ＲＩ生産停止

停止

大型サイクロトロン
午　前

停止

ＲＩ生産

メンテナンス

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

ＲＩ生産

文化の日

停止

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

停止

ＲＩ生産

停止

ＲＩ生産

停止

停止

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産
（10:00～）

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

ＲＩ生産停止

一般公開

停止

スポーツの日 停止

停止

停止

停止

停止
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月　日 午　後 月　日 午　後

11月13日 12月4日
（月） （月）

11月14日 12月5日
（火） （火）

11月15日 12月6日
（水） （水）

11月16日 12月7日
（木） （木）

11月17日 12月8日
（金） （金）

11月18日 12月9日
（土） （土）

11月19日 12月10日
（日） （日）

11月20日 12月11日
（月） （月）

11月21日 12月12日
（火） （火）

11月22日 12月13日
（水） （水）

11月23日 12月14日
（木） （木）

11月24日 12月15日
（金） （金）

11月25日 12月16日
（土） （土）

11月26日 12月17日
（日） （日）

11月27日 12月18日
（月） （月）

11月28日 12月19日
（火） （火）

11月29日 12月20日
（水） （水）

11月30日 12月21日
（木） （木）

12月1日 12月22日
（金） （金）

12月2日 12月23日
（土） （土）

12月3日 12月24日
（日） （日）

メンテナンス

ＲＩ生産

メンテナンス

小型サイクロトロン

ＲＩ生産

午　前

ＲＩ生産
（10:00～）

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

午　前

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

小型サイクロトロン

ＲＩ生産

午　後

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

大型サイクロトロン

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

停止

停止

停止

午　前

停止

停止

午　前 午　後

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

停止

ＲＩ生産

勤労感謝の日

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

メンテ
ナンス

停止

停止

停止

停止

ＲＩ生産

停止

停止

停止

停止 停止

大型サイクロトロン

ＲＩ生産

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産
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月　日 午　後 月　日 午　後

12月25日 1月15日
（月） （月）

12月26日 1月16日
（火） （火）

12月27日 1月17日
（水） （水）

12月28日 1月18日
（木） （木）

12月29日 1月19日
（金） （金）

12月30日 1月20日
（土） （土）

12月31日 1月21日
（日） （日）

1月1日 1月22日
（月） （月）

1月2日 1月23日
（火） （火）

1月3日 1月24日
（水） （水）

1月4日 1月25日
（木） （木）

1月5日 1月26日
（金） （金）

1月6日 1月27日
（土） （土）

1月7日 1月28日
（日） （日）

1月8日 1月29日
（月） （月）

1月9日 1月30日
（火） （火）

1月10日 1月31日
（水） （水）

1月11日 2月1日
（木） （木）

1月12日 2月2日
（金） （金）

1月13日 2月3日
（土） （土）

1月14日 2月4日
（日） （日）

ＲＩ生産

小型サイクロトロン

ＲＩ生産
（10:00～）

午　前
小型サイクロトロン

ＲＩ生産

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

メンテ
ナンス

停止

ＲＩ生産

停止

午　前

ＲＩ生産

停止

ＲＩ生産
（10:00～）

ＲＩ生産

ＲＩ生産
（10:00～）

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

午　後

停止

メンテ
ナンス

午　後午　前

ＲＩ生産

停止

ＲＩ生産

停止

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

大型サイクロトロン

停止

停止

停止

停止

停止

ＲＩ生産

停止

大型サイクロトロン
午　前

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止

成人の日 停止

停止停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

メンテナンス

元日 メンテ
ナンス
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大型サイクロトロン
月　日 午　後 月　日 午　後

2月5日 2月26日
（月） （月）

2月6日 2月27日
（火） （火）

2月7日 2月28日
（水） （水）

2月8日 2月29日
（木） （木）

2月9日 3月1日
（金） （金）

2月10日 3月2日
（土） （土）

2月11日 3月3日
（日） （日）

2月12日 3月4日
（月） （月）

2月13日 3月5日
（火） （火）

2月14日 3月6日
（水） （水）

2月15日 3月7日
（木） （木）

2月16日 3月8日
（金） （金）

2月17日 3月9日
（土） （土）

2月18日 3月10日
（日） （日）

2月19日 3月11日
（月） （月）

2月20日 3月12日
（火） （火）

2月21日 3月13日
（水） （水）

2月22日 3月14日
（木） （木）

2月23日 3月15日
（金） （金）

2月24日 3月16日
（土） （土）

2月25日 3月17日
（日） （日）

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

午　前午　後

長期
メンテナンス

停止

停止

停止

長期
メンテナンス

停止停止

停止
長期

メンテナンス
停止

ＲＩ生産

長期
メンテナンス

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

停止

停止

停止

午　前

停止

停止

停止

ＲＩ生産 停止

停止停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

振替休日

停止

午　前

ＲＩ生産

建国記念の日

天皇誕生日　全所停電

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

ＲＩ生産

午　前
小型サイクロトロン

ＲＩ生産

停止

ＲＩ生産 停止

停止

停止

停止

ＲＩ生産

ＲＩ生産

秋分の日

（来年度マシンタイム　4/1～）

ＲＩ生産

ＲＩ生産 停止

停止

停止

大型サイクロトロン

ＲＩ生産

メンテ
ナンス 停止 メンテナンス

メンテ
ナンス

ＲＩ生産
（10:00～）

ＲＩ生産
（10:00～）

長期
メンテナンス

午　後
小型サイクロトロン
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